
 

 

  



 

～講評～ 

例年通り小問集合１題を含めた大問４題構成である。問題の難易度は大学のレベルを考えるとそこまで高くない

が、問題量が多いので、要領よく解き進める必要がある。1 次合格は 70％程度、1 次補欠は 65％程度と思われる。 

 

第1問  なめらかな床の上で、台と台上の小物体について考える問題。条件が次々と切り替わるので、その時々

の物体の運動を正確に把握しながら解き進める必要がある。問題の難易度は標準と言える。 

第2問  典型的な気球の問題。全大問の中で最も平易な問題と言えるため、できれば全問正解を目指したい。 

第3問  少々複雑な RC 混合回路の問題。スイッチの切り替えによりコンデンサーや抵抗にかかる電位の条件が

切り替わるので、その時々の電位を正確に把握しながら解き進める必要がある。問題の難易度としては標

準であるが、第 1 問から第 3 問の中では最も解きにくいと感じた受験生も多いのでなないかと思われる。 

第4問 （１）典型的な凸レンズの問題。➀と③ではレンズからの距離ではなく座標を答える必要があるので、図

を描きながらミスがないように解き進めたい。 

     （２）ローレンツ力を受ける荷電粒子の運動に関する問題。問題文で半径が与えられていないので、問題

文の条件から半径を導く必要がある。 

     （３）エネルギー準位に関する典型問題。確実に正解したい。 

     （４）放射能の強さ（ベクレル）に関する問題。放射能の強さが、残存する同位体の数に比例していると

いう知識を必要とする。 

 


